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Photo 4 Behavior of PUR in coal tar based oil (280℃) 
 
(3) 分離性能 
 ASR を実証試験設備により 280℃，15～20 分の条件で

処理したときの物質収支および回収物の性状を Fig.6 に，

回収物の外観を Photo 5 に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.6 Material balance and properties of products 
 
 ASR をプラスチック主体の浮上物と金属類主体の沈降

物に分離できることが確認された。特に嵩高いために ASR
の機械的分離を困難にしているウレタン樹脂は速やかに減

容化し，被覆銅線は樹脂と銅線が分離しておのおの浮上物

と沈降物として回収された。回収されたプラスチック主体

の浮上物は有機物を主成分とし，溶銑を汚染する銅は

0.01%以下であり，かつ無機物はわずか 8%であった。一方，

沈降物は鉄，銅，アルミの合計が 53%と濃縮した組成であ

った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Photo 5 Products from “Thermo-bath Process” 

 
(4) 脱塩素性能 
 Fig.7 にラボ試験における熱媒浴法と気相法の脱塩素性

能を比較した。熱媒浴法は気相法と比較して，短時間で高

い脱塩素性能を示した。これは前述したように，熱媒浴法

は気相法と比較し，熱媒の伝熱速度が高く，熱容量が大き

いためと推定される。実証試験においても短時間で高い脱

塩素率を達成できることを確認した。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fig.7 Dechlorination behavior of “Thermo-bath Process” 
 
(5) 回収プラスチックの高炉原料評価 
 使用済みプラスチックの高炉原料化技術は資源有効利用

率が 80%と，他のリサイクル技術（たとえば，ガス化発電）

と比較して著しく高く，マテリアル（ケミカル）リサイク

ルとして位置付けられている 3)-5)。 
 熱媒浴（サーモバス）処理により得られた回収プラスチ

ックについて，高炉原料としての適性評価を行った。回収

プラスチックは使用済みプラスチックと同様な燃焼・ガス

化挙動を示した。さらに，実炉による評価では搬送性，高
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